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序　　　文

　鳩原東端遺跡は河内長野市南東部の金剛山麓、石見川によって刻まれた谷ぞいの山間部、千早

赤阪村との境界近くに立地します。

　石見川の谷ぞいには古くから河内と大和五條を結ぶ大沢峠道が開かれ、今も国道310号として

機能しています。

　鳩原の地名は、続日本紀に記された河内国が白鳩を献上したとの記事に由来するといわれ、い

まも豊かな植生と多様な生態系、美しい農村の風景が残るすばらしい環境を保っています。付近

には楠正成ともゆかりの深い名刹観心寺があり、さまざまな歴史にいろどられた地域で、四季折々

に多くの人が訪れる大阪のオアシスのような場所でもあります。

　現在谷あいに形成された棚田を整備するために、大阪府環境農林水産部の手で府営農村振興総

合整備事業「河内長野和泉地区」が進行しています。

　大阪府教育委員会文化財保護課がこの事業にともなう一連の埋蔵文化財発掘調査に着手したの

は平成15年度のことです。それから11年、平成22年度に河内長野市教育委員会と協定を結んで

からは府市共同で実施してきた発掘調査も、本書に報告する鳩原東端遺跡をもって事業地内に存

在する全ての遺跡が終了しました。

　これまでの調査で、石見川流域には縄紋時代の遺跡がめずらしく集中的に分布することが明ら

かになり、縄紋時代早期から人間の暮らしがあったことがわかりました。また、平安時代と中世

の集落跡や墓地、江戸時代から形成された棚田の景観など、この地に暮らした人々の生活の痕跡

を具体的に解明する資料を得ることができました。

　それぞれの調査を実施する中で開催した現地見学会や展示会は、地元のみなさまを始め多数の

方々に熱心に見学していただき、いち早く成果を公開することができました。

　調査の実施にあたって、地元のみなさまから多大なるご協力をいただきましたことを心より感

謝いたしますとともに、今後とも文化財保護行政にいっそうのご理解とご協力をたまわりますよ

うお願いいたします。

平成27年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府教育委員会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財保護課長　荒井大作
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　大阪府の南東部に位置する河内長野市は、緑豊かな山々や清らかな河川に恵まれ、旧石器時代

から人々の活動の痕跡が認められています。古代では中央政権で活躍する高向玄理がこの地から

出ており、今に続く文化の香り高いまちと言えます。中世には、真言宗の一山寺院である観心寺、

金剛寺が隆盛を極め、海外にも紹介された烏帽子形城が築城されます。また、近世には、高野山

と京都・大坂・堺を結ぶ東・中・西高野街道が市内で合流することに代表されるように交通の要

衝として発展してきました。これらのことから、市内には数多くの文化財が遺され、国の指定を

受けた建造物や美術工芸品等が85件、史跡が３件にのぼります。

　これら先人達のメッセージである文化財を保護・保存し、現在の、更には未来の市民へと伝え

ていくことは、現代に生きる私達の責務であると重く受け止めていることから、本市においては、

教育立市宣言の一つの柱として「文化財のまち」を位置づけ文化財保護に取り組んでおります。

　本書は、府営農村振興総合整備事業「河内長野和泉地区」に先立ち実施した鳩原東端遺跡の発

掘調査の成果を収録しています。今回の調査では、鳩原地蔵寺の周辺地を調査する事ができ、中

世の遺構・遺物が確認されました。皆様の文化財への理解を深めていただくと共に、文化財の保

護・保存・研究するための資料として活用していただければ幸いです。

　調査にご協力していただきました方々に、末尾ながら謝意を表すものです。

平成27年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河内長野市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　和田　　栄



例　　　言

１．本書は、大阪府環境農林水産部が実施する府営農村振興総合整備事業「河内長野和泉地区」に伴っ

て、同部の依頼を受けた大阪府教育委員会が実施した、河内長野市鳩原に所在する鳩原東端遺跡の

発掘調査概要である。

２．本調査は、大阪府教育委員会と河内長野市教育委員会が締結した「府営農村振興総合整備事業『河

内長野和泉地区』にかかる埋蔵文化財発掘調査に関する協定書」に基づき、大阪府教育委員会が主

坦し、河内長野市教育委員会と共同で実施した。

３．現地調査は、文化財保護課調査第二グループ主査　山田隆一と同専門員　広瀬雅信を担当者とし、

確認調査を平成26年６月２日から６月30日、本発掘調査を７月１日から９月30日までの期間に実施

した。

４．遺物整理は、大阪府教育委員会文化財調査事務所において、調査管理グループ主査　小浜成、同副

主査　藤田道子と山田、広瀬が担当した。一部の遺物の洗浄は河内長野市立ふるさと歴史学習館で

実施した。

５．本調査の調査番号は、確認調査が14007、本発掘調査が14013である。

６．基準点および航空写真測量は、株式会社ジオテクノ関西大阪営業所に委託して実施した。撮影フィ

ルムは同社が保管している。

７．掲載した遺物の写真撮影は、有限会社阿南写真工房に委託して実施した。

８．出土遺物および記録資料は大阪府教育委員会で保管している。

９．本書の執筆は山田、広瀬が分担し、山田が編集した。執筆分担は目次に記した。

10．発掘調査、遺物整理および本書の作成に要した経費は、事業者である大阪府環境農林水産部と発掘

調査にかかる地元負担分相当額を文部科学省の補助を得て、大阪府教育委員会が負担した。

11．縄紋時代の遺物整理に当たっては大野薫氏（府立狭山池博物館）からご指導、ご教示を得た。記し

て謝意を表する。

12．本書は300部作成し、１部当たりの印刷単価は568円である。
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第１章　調査に至る経緯と調査の方法

第１節　調査に至る経緯

　府営農村振興総合整備事業「河内長野和泉地区」に伴う埋蔵文化財発掘調査は、平成15年度から実施

してきたもので、本書で報告する鳩原東端遺跡が一連の発掘調査の最後の事業である。以下に各年度の

調査を列記する。

平成14年度

　大阪府環境農林水産部から高木遺跡確認調査の依頼。

平成15年度

　高木（たかぎ）遺跡（河内長野市日野）確認調査。

　高向地区試掘調査。高向神社南（たこうじんじゃみなみ）遺跡（河内長野市高向）新規発見。

平成19年度

　太井（おおい）遺跡（河内長野市小深・太井）試掘･確認調査。遺跡範囲拡大。

　高向神社南遺跡第１次本発掘調査を河内長野市教育委員会と共同実施。

平成20年度

　鳩原（はとのはら）遺跡（河内長野市鳩原）確認調査。遺跡範囲拡大。

　鳩原地区試掘調査。鳩原東端（はとはらひがしばた）遺跡、鳩原西端（はとはらにしばた）遺跡新規

発見。

　奥田井地区試掘調査。奥田井遺跡新規発見。

平成21年度

　奥田井（おくたい）遺跡（河内長野市鳩原）第１次本発掘調査。

　高向神社南遺跡第２次本発掘調査。第１次調査と合わせて調査報告書を刊行（高向神社南遺跡　大阪

府埋蔵文化財調査報告2009-６）。

平成22年度

　府営農村振興総合整備事業「河内長野和泉地区」に伴う埋蔵文化財発掘調査の共同実施について、河

内長野市教育委員会と協定を締結。

　高木遺跡（市教委実施）、奥田井遺跡第２次、太井遺跡第１次本発掘調査。

　奥田井遺跡第１次発掘調査の概要報告書を刊行（奥田井遺跡発掘調査概要Ⅰ）。

平成23年度

　太井遺跡（河内長野市太井・小深）第２次確認調査（府教委実施）、第２次本発掘調査。

　奥田井遺跡第２次、太井遺跡第１次発掘調査の概要報告書を刊行（奥田井遺跡Ⅱ・太井遺跡Ⅰ発掘調

査概要）。

　高木遺跡発掘調査の概要報告書を刊行（高木遺跡発掘調査概要）。

平成24年度

　太井遺跡（河内長野市太井）第３次発掘調査。
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　太井遺跡第２次発掘調査の概要報告書を刊行（太井遺跡発掘調査概要・Ⅱ）。

平成25年度

　鳩原（はとのはら）遺跡（河内長野市鳩原）本発掘調査。

　鳩原西端（はとはらにしばた）遺跡（河内長野市鳩原）確認調査。

　太井遺跡第３次発掘調査の概要報告書を刊行（太井遺跡発掘調査概要・Ⅲ）。

平成26年度

　鳩原東端（はとはらひがしばた）遺跡（河内長野市鳩原）確認調査・本発掘調査。

　鳩原遺跡本発掘調査および、鳩原西端遺跡確認調査の概要報告書を刊行（鳩原遺跡他発掘調査概要）。

　鳩原東端遺跡発掘調査の概要報告書を刊行（本書）。

　

第２節　調査の方法

　本発掘調査着手前に、事業地内で平成20年度に実施した試掘調査の結果を補足する目的で確認調査を

実施した。

　試掘調査が及んでいない部分を中心に、切土による施工を予定している部分と盛土施工でも耕土を除

去することによる下層への影響が予測される部分も含めて、幅２ｍのトレンチを８個所設定した。掘削

は全て人力で行い、土層の堆積状況を確認するとともに、安定した面が確認された部分では精査して遺

構の有無を確認した。

　その結果、盛土施工部分では遺構、遺物包含層への影響は皆無であり、また、斜面の一番下に設定し

た第５トレンチ周辺は、巨礫や岩を含む近世の盛土が深く、工事による影響がないことが判明したため、

本発掘調査範囲から除外した。

　本発掘調査区は、整備工事の施工方法に応じて１～４区に分けた。盛土施工となる３区を挟んで上段

を１・２区、下段を４区とし、４区を先行して、４区終了後に１・２区の調査を実施した。それに合わ

せて、航空写真測量も２回に分けて実施した（第１図）。

　近世から現代の水田形成については確認調査トレンチの記録で十分復元できると判断したため、中世

の遺物包含層が検出されるまでは全て機械掘削とした。

　遺構の記録はヘリコプターによる航空写真測量を主とし、遺物出土状態や遺構の土層断面、遺跡全体

の土層断面は手測りによる実測図を作成した。

　記録写真は６×７㎝版のモノクローム、35㎜版のモノクローム、カラースライドである。
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第２章　位置と環境
　本遺跡は、河内長野市南東部の金剛山麓、標高約300ｍの山間部に位置する。石見川が形成した川上

谷に注ぎ込む沢に添って舌状に張り出した尾根の斜面に形成された遺跡である（第２図）。

　周辺では縄紋時代の遺物が以前から散布することが知られていたが、府営農村振興総合整備事業 ｢河

内長野和泉地区｣ に伴う試掘･確認調査によって新たに発見されたり、範囲が拡大したりした遺跡が何

個所も分布する。本遺跡も新規に発見されたもののひとつである。縄紋時代の遺物としては、早期から

後期の土器が確認されているが、付近の遺跡でも晩期の土器と断定できるものは確認されていない。

　また、名刹観心寺に近く、鎌倉時代にはその所領となっていたことから、早くから開発が進んだと考

えられ、今回の調査でも平安時代にさかのぼる黒色土器が出土した。平安・鎌倉時代の瓦片もまとまっ

た量が出土しているので子院の存在なども予想される。

　遺跡の北東は、楠正成ゆかりの遺跡が数多く存在する千早赤阪村に接しており、中世には観心寺に参

詣する道も整備されていたであろうし、観心寺から富田林の甘南備へ通じる道なども古道と考えていい

だろう。ほかにも、石見川沿いに東へ進む現在の国道310号は、かつて河内から大和国五條に達する大

沢峠道である。

　江戸時代にはこの地域は狭山藩の知行地となり、畑作中心だった耕地の水田化が進んだと考えられる。

　ちなみに「鳩原」の地名の由来は、『続日本紀』文武天皇三年三月条に河内国が白鳩を献上した記事

があり、その白鳩を捕らえたのがこの地であるという伝承に基づいている。しかし、本遺跡でも周辺の

遺跡でも確実に飛鳥時代にさかのぼるような遺構・遺物は確認されていない。

第１図　調査区位置図
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第２図　周辺遺跡分布図

奥田井遺跡

鳩原東端遺跡

太井遺跡
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第３章　調査結果

第１節　基本層序

１．層序（第３図）

　基本的な層序は、Ⅰ．耕作土および水田を造成するための盛土、Ⅱ．平安時代から中世の遺物包含層、

Ⅲ．縄紋時代の遺物を包含する自然堆積土、Ⅳ．無遺物層に大別できる。

　なお、本発掘調査区域の外で確認調査を実施した第６、第７、第８トレンチの層序については、本節

の末尾にまとめて報告する。

Ⅰ．耕作土および水田を造成するための盛土

１～３層（黒褐色砂質土、灰色粗砂混じり粘質土、褐灰色砂礫土）：全調査区に共通する現代の耕作土

である。近年は畑として使用されており、水はけの良い砂質土ないし砂混じり粘質土である。

４層（赤褐色砂質土）：２区の一部だけに見られる現代の水田の床土である。上層との境界に赤褐色の

酸化鉄が沈積している。大半の部分では畑の耕作により床土は失われている。

５層（にぶい黄橙色砂礫土）：２区の一部だけに見られる現代の水田造成のための盛土である。何らか

の原因で生じた水田面の窪みを補修するための盛土と考えられる。

６層（褐灰色砂礫土）：１・２区で見られる下層の水田耕作土と考えられる層で、江戸時代にさかのぼ

る可能性がある。

７層（赤褐色砂質土）：１・２区の下層の水田に伴う床土である。

８～10層（褐灰色～灰褐色砂礫土～礫混じり粘質土）：１・２区上段の棚田を造成した際の盛土である。

８層上面は水平に仕上げられている。包含する遺物は少ないが、江戸後期以降の陶磁器を含む。

11層（暗褐色礫混じり粘質土）：１・２区の一部で認められた中世の耕作土で、その下面が遺構面となる。

少量の瓦、瓦器を含む。

29～35層（黄褐色～灰褐色砂質土暗黄灰褐色～黄褐色細礫混じり粘質土～粘質土）：確認調査第３トレ

ンチで確認した１・２区下段の棚田を造成した際の盛土である。29層上面は水平に仕上げられている。

出土遺物は８～10層と同様である。

36～43層（明褐色～暗褐色砂礫混じり土・礫混じり粘質土）：確認調査第３トレンチおよび４区で確認

した。ほぼ水平に積まれており43層下面が遺構面となる。整備工事が盛土施工となるため本発掘調査を

実施しなかった３区に連続する層もあると考えられるが、１・２区とのつながりは確認できない。１・

２区の水田造成土に比べて礫の混入が多くなる傾向が認められた。出土遺物は８～10層、29～35層と同

様である。

72層（灰黄褐色大礫混じり粘質土）：確認調査第５トレンチで確認した、近世～近代に棚田を拡張した

際の盛土である。遺物はほとんど含まない。

73層（暗褐灰色粘質土）：棚田拡張前の江戸時代にさかのぼる耕作土である。

74層（黄褐色大礫混じり粘質土）：江戸時代の水田造成土で、上面は水平であり、73層に伴う床土の可

能性もある。
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75層（黄灰色砂礫）：巨礫・岩を大量に含んでいる。４区より上の段の整地状況から見て、土石流など

の自然堆積ではなく人為的に形成されたもので、棚田を造成する際、山土に含まれる礫や岩を一番低い

場所に埋め立てたものと考えられる。石垣に使わなかった礫や大きすぎる岩を集めたものであろう。遺

物は出土しなかった。

Ⅱ．平安時代から中世の遺物包含層

64～66層（明褐色～灰褐色砂礫混じり土ないし砂礫混じり粘質土）：確認調査第４トレンチで確認した。

比較的よく締まっており、近世以降の遺物は含んでいない。下の67層上面が遺構面となる。

Ⅲ．縄紋時代の遺物を包含する自然堆積土

12層（黄褐色粗砂混じり粘土）

13層（灰褐色粗砂混じり粘質土）

14層（黒褐色砂質土）

15層（にぶい褐色砂礫混じり粘質土）

　12～15層は１・２区全体の斜面に堆積した層で、それぞれの上面が平安時代･中世および縄紋時代の

遺構面である。各層の上面直下には縄紋時代後期の土器片のほか瓦器なども含むが、これは踏み込みに

よるものと考える。主たる遺物は縄紋時代早期から中期の土器片と石器である。調査区のさらに上方か

ら流入した自然堆積土である。

16層（褐灰色粗砂混じり粘質土）：２区の鞍部で確認した縄紋時代の遺物包含層の最下層にあたる。早・

前期の土器片、石器をわずかに包含する。

44層（褐色砂礫混じり粘質土）：４区で確認した比較的よく締まった層で、上面が平安時代･中世および

縄紋時代の遺構面である。上面直下には縄紋時代後期の土器片のほか瓦器なども含むが、これは踏み込

みによるものと考える。１・２区15層と同時異層と考えられる。

45～51層（褐色～明褐色～暗褐色砂礫混じり粘質土）：４区全体の緩斜面に堆積した層で、縄紋時代前

期～中期の遺物を少量包含する。１・２区の同時期の層と同様上方から流入した自然堆積土であるが、

つながりは明確ではない。

67層（黒褐色砂礫混じり粘質土）：確認調査第４トレンチで確認した。縄紋時代中･後期の遺物を少量包

含する。この地区は盛土施工であるため、本発掘調査は実施しなかった。

Ⅳ．無遺物層

17～27層：１・２区の下層で確認した。全て花崗岩の風化土で色調・組成はさまざまであるが、黒褐色

ないし暗褐色を呈する層は植物由来の有機質土を多量に含む。遺物はまったく出土しなかった。27層の

下は花崗岩の岩盤である。

52～62層：４区の下層で確認した。全て花崗岩の風化土で色調・組成はさまざまである。52層上面から

多数の木の根痕跡が確認された。遺物はまったく出土しなかった。

68～71層（暗灰褐色～黄褐色砂礫混じり粘質土ないし砂礫）：確認調査第４トレンチの下層で確認した

花崗岩の風化土である。
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第４図　確認調査トレンチ配置図

20ｍ100
第８トレンチ

第５トレンチ

第４トレンチ

第３トレンチ

第７トレンチ

第６トレンチ

第２トレンチ

第１トレンチ
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確認調査トレンチの層序（第４・５図）

第６、第７トレンチ：本発掘調査区の北側の小規模な谷を埋め立てた上面に形成された棚田に設定した

トレンチで、１・２層が耕土、３層が床土、以下10層までは造成盛土である。いずれもほぼ水平に堆積

しており、江戸時代中期以降の陶磁器が少量出土した。

第８トレンチ：本発掘調査区北西側の山から落ち込む急斜面に形成された棚田に設定したトレンチで

１・３・４層は耕土と床土、11～15層は造成盛土で、11･12層は水平に堆積している。江戸時代中期以

降の陶磁器をわずかに包含する。

２．遺構面

　上述したとおり、１・２区では12～15層上面が、４区では44層上面が遺構面となっている。しかも、

平安時代から中世の遺構と縄紋時代の遺構が同一面で検出されるという状況を示す。また、中世の耕作

土と考えられる土層も２区の11層以外残っていない。

　このことは、縄紋時代以降この面の上層に堆積した土が地すべりなどで何度も流されたことを示して

いる。遺構面の上面は固く締まっており、安定した面を形成していた。

　この面でいくつかの木の根痕跡穴が検出されたが、いずれも出土遺物は縄紋時代のものだけであり、

後の時代に木が大きく育つほどの森は形成されなかったのではないかと考えられることから、縄紋時代

の生活面はそれほど大きく削られていないと推定する。

第５図　確認調査トレンチ土層図

1 2ｍ0

 1 耕土
 2 耕土（１層より淡い黒灰色）
 3 灰褐色砂質土、黄褐色砂質土混ざり土（床土）
 4 灰褐色砂質土　砂粒多く含む
 5 暗灰褐色粘質土
 6 灰褐色粘質土　鉄分沈積
 7 淡灰褐色砂質土
 8 灰褐色粘質土　部分的に10㎝程度の粗砂ブロック含む
 9 暗灰褐色砂質土
10 灰褐色粘質土　細砂粒含む

11 暗黄灰色砂質土
12 黄灰色砂質土
13 明黄灰色砂質土　鉄分沈積
14 明灰褐色シルト
15 明黄褐色砂質土T.P.＋290.5ｍT.P.＋290.5ｍ

T.P.＋296.0ｍT.P.＋296.0ｍ T.P.＋295.1ｍT.P.＋295.1ｍ
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第７トレンチ　南東壁第７トレンチ　南東壁
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第６図　調査区全体図
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第２節　遺構

１．中世の遺構（第６図）

　中世の遺構は調査区全体で検出された。個々の平・断面図は掲載していない。

　柱穴状の小穴については浅いものが多く、ある程度の深さを持つものも建物としてまとまるようなも

のがないことから、耕作に伴う何らかの施設と考えるほうが妥当であろう。

　また、小規模な溝が多数検出された。いずれも等高線に沿った形で掘られている。土坑も数基検出さ

れたが、出土遺物はわずかで、生活に伴う廃棄物処理坑のようなものではない。これらも耕作に伴うも

のと考えていいだろう。

土坑101、102、108、109、110、141、148、149、159、161、162　いずれも１・２区で検出した。規模、

形状はさまざまで、浅いものが多い。覆土は灰褐色ないし黄灰褐色砂質土で共通しており、瓦器、陶器

の細片が出土したものもあるがまったく遺物が出土しなかった遺構もある。

土坑３、５、６、11、20、29、30、31、33、34、39、42、45、46、50、52、53、60、65、66、67　いず

れも４区で検出した。規模、形状はさまざまで、浅いものが多い。覆土は灰褐色ないし黄灰褐色砂質土

で共通し、瓦器、陶器の細片が出土したものもあるが、まったく遺物が出土しなかったものもある。

　土坑42からは比較的大きな花崗岩の礫が出土した。耕作の妨げになる石を落としこんだ穴と考えられる。

小溝103、107、135、142、147　いずれも１･２区で検出した小溝で、142と147は一連のものである。等

高線に沿って湾曲している。幅0.1～0.2ｍ、深さ0.05ｍ前後で、覆土は灰褐色ないし黄灰褐色砂質土で

共通している。瓦器、陶器の細片が出土したものもあるがまったく遺物が出土しなかったものもある。

小溝１、２、９、13、14、15、16、17、18、19、21、22、23、24、25、26、27、28、35、36、38、44、

48、54、55、61、68　いずれも４区で検出した小溝で、22以外は等高線に沿って湾曲している。幅0.1

～0.2ｍ、深さ0.05ｍ前後で、覆土は灰褐色ないし黄灰褐色砂質土で共通している。瓦器、陶器の細片

が出土したものもあるがまったく遺物が出土しなかったものもある。

第７図　平安時代小穴88

平面図・断面図

1ｍ0

T.P.+295.2ｍ

 1 黒褐色（5YR2/2）粘質土
 2 にぶい黄褐色（5YR4/3）砂質土
 3 にぶい黄褐色（10YR5/4）砂質土
 4 にぶい黄橙色（10YR6/4）砂質土

土坑66

44

33

1122

２．平安時代の遺構

　平安時代の遺構と特定できたのは４区で検出した柱穴状の小穴１基のみで

ある。他の小穴については覆土に暗褐色ないし黒褐色の粘質土ブロックを含

むものは縄紋時代に属す可能性が高いといえる。また、それ以外は平安時代

とも中世とも確定できず、建物としてまとまるようなものもないことから、

柱穴かどうかすら断定できない。

小穴88（第７図、図版４）　４区で検出した。浅い土坑66を切っている。0.8

×0.6ｍの長円形を呈し、断面形は逆台形で深さ0.7ｍを測る。覆土は３層に

分層でき、最上層の黒褐色粘質土から黒色土器椀が出土した。

３．縄紋時代の遺構

　縄紋時代の遺構と特定できたのは１・２区と４区で検出した９基の土坑と
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落込みである。柱穴状の小穴については、覆土に暗褐色ないし黒褐色の粘質土ブロックを含むものが縄

紋時代に属す可能性が高いといえるが確定はできない。

土坑32（第８図、図版５）　４区で検出した。径1.2×1.5ｍの不整円形を呈し、断面形は逆台形で深さ0.75

ｍを測る。底面のやや西寄りに径0.35ｍ、深さ0.65ｍの円形の穴が掘りこまれている。覆土の２層と３

層の境界付近から中期の北白川Ｃ式、後期の北白川上層Ⅰ式の土器片が出土したほか、底面小穴からは

後期の土器の小片が出土しており、後期の遺構と判断した。他にサヌカイトのチップ、焼礫、細かな炭

化材等が出土した。遺構の性格としては落とし穴が考えられる。

土坑62（第８図）　４区で検出した。0.68×0.42ｍの隅丸長方形を呈し、断面形は浅い皿状で深さ0.08

ｍを測る。覆土は暗褐色粘質土で、サヌカイトの剝片が出土した。

土坑146（第８図、図版６）　２区で検出した。0.57×0.47ｍの楕円形を呈し、断面形は浅い皿状で深さ

0.04ｍを測る。覆土はにぶい褐色砂礫混じり粘質土で、後期の土器の小片が出土した。

土坑150（第８図、図版６）　２区で検出した。0.9×0.62ｍの一部欠けた隅丸長方形を呈し、断面形は

浅い皿状で深さ0.1ｍを測る。後期の土器の小片が出土した。

土坑160（第８図）　２区で検出した。1.52×0.68ｍの不整形を呈し、断面形は浅い皿状で深さ0.12ｍを

測る。中期又は後期の土器の細片、サヌカイト製石鏃３点のほか、サヌカイトの剝片やチップが出土した。

土坑164（第９図、図版７）　２区で検出した。1.25×1.11ｍのほぼ円形を呈し、断面形は皿状で深さ0.2

ｍを測る。中期又は後期の土器細片が出土した。

落込み72（第９図）　４区で検出した木の根の穴である。4.24×1.36ｍの不整形を呈し、断面形は深い

部分では逆台形で深さ0.7ｍを測る。覆土は４層に分層できるが花崗岩の角礫を多く含み、底面は凹凸

第８図　縄紋時代遺構平面図・断面図（１）

 1 黒褐色（10YR3/1）粘質土
 2 暗褐色（10YR3/3）砂質土
 3 褐色（10YR4/6）砂質土
 4 褐灰色（7.5YR4/1）砂質土
 5 黒褐色（10YR4/2）砂礫混じり粘質土

土坑32

 1 黒褐色（7.5YR3/2）粗砂小礫混じり粘質土
 2 灰褐色（7.5YR5/2）弱粘質土

土坑160

 1 暗褐色（7.5YR3/4）粗砂小礫混じり粘質土
 2 褐色（7.5YR4/4）弱粘質土

土坑150

 1 にぶい褐色（7.5YR5/3）粗砂小礫混じり弱粘質土
土坑146

 1 暗褐色（7.5YR3/4）弱粘質土
土坑62

T.P.+295.8ｍ

T.P.+295.1ｍ

T.P.+299.3ｍ

T.P.+297.8ｍ

T.P.+298.3ｍ
55

44

33
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第９図　縄紋時代遺構平面図・断面図（２）

 1 黒褐色（10YR3/1）礫混じり砂質土
 2 にぶい褐色（7.5YR5/4）砂質土

土坑74

 1 褐灰色（10YR4/1）粘質土
 2 にぶい褐色（7.5YR5/3）砂質土
 3 灰黄褐色（10YR4/2）砂質土
 4 黄灰色（2.5YR4/1）砂質土
 5 赤灰色（2.5YR4/2）砂質土

土坑72

 1 暗褐色（7.5YR3/4）粗砂小礫混じり弱粘質土
 2 褐色（7.5YR4/6）弱粘質土（若かん粗砂小礫混じる）

土坑164

 1 灰褐色（7.5YR5/2）弱粘質土（木杭の跡）
 2 灰褐色（7.5YR5/2）弱粘質土（木杭の跡）
 3 黒褐色（10YR3/2）粗砂小礫混じり粘質土
 4 黄褐色（10YR5/8）弱粘質土
 5 褐色（7.5YR4/6）小礫混じり粘質土
 6 暗褐色（10YR3/4）粗砂小礫混じり弱粘質土

土坑140

T.P.+298.5ｍ

T.P.+295.3ｍ

T.P.+297.1ｍ

T.P.+295.4ｍ
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が激しい。中期又は後期の土器の細片とサヌカイトのチップが出土した。

落込み74（第９図）　４区で検出した木の根の穴である。1.78×1.25ｍの不整形を呈し、断面形は浅い

Ｕ字型で深さ0.35ｍを測る。覆土に花崗岩の角礫を多く含む。中期又は後期の土器の細片が出土した。

土坑140（第９図、図版７）　２区で検出した。1.48×1.12ｍの不整形を呈し、断面形は逆台形で深さ0.3

ｍを測る。覆土に花崗岩の角礫を多く含み、底面は凹凸が激しい。中期又は後期の土器の細片が出土し

た。

　縄紋時代の遺物が出土した遺構状のものとして、２区で検出した落込み151と152（図版８）がある。

これらは鞍部のくぼみに堆積した遺物包含層が残存したもので、縄紋土器片や石器が出土したが遺構で

はない。層の上部には遺構面からの踏み込みによる瓦器なども含んでいるが、堆積時期は縄紋時代中期

から後期であると考えられる。
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第３節　遺物

　今回の調査では、コンテナ（長54㎝、幅34㎝、深15㎝）12箱分の遺物が出土した。それらの遺物は、

遺構および耕作土、水田を造成するための近世の水田造成土（基本層序第Ⅰ層。以下、第Ⅰ層と記す）、

平安時代から中世の遺物包含層（基本層序第Ⅱ層。以下、第Ⅱ層と記す）、縄紋時代の遺物を包含する

自然堆積土（基本層序第Ⅲ層。以下、第Ⅲ層と記す）から出土したものであり、各遺物の出土層として

その基本層序を記す。なお第３章第１節で報告したように、第Ⅲ層には縄紋時代の遺物を含むとともに、

その上面は平安時代・中世および縄紋時代の遺構面でもある。

１．平安時代・中世の遺物（第10図、図版９）

　２～４・12は２区からの出土で、２は遺構面直上、３・４・12は第Ⅰ層からの出土である。５～11・

13は４区からの出土で、５・６は第Ⅰ層、８・９は小穴81、10は出土層序不明、７・11は遺構面直上出

土である。なお、１は調査地北側の浅い谷地形に設定した確認調査７トレンチ２層からの出土である。

　１は瓦器小皿。口縁部内外面横ナデ、体部内面ヘラミガキ、外面はナデである。和泉型、13世紀後半

に位置付けられる。２は瓦器椀。口縁部外面横ナデ、体部内面ナデで仕上げる。体部外面には、方法は

未解決ながら、型作り段階で押し付けた道具痕の下駄歯状の痕跡が２段分残存する。和泉型、13世紀に

位置付けられる。３は土師器小皿。口縁部横ナデ、体部内外面ナデである。４は瓦質羽釜。口縁部内外

面から鍔は横ナデ、体部内面ハケ目、外面ヘラ削りである。完存する穿孔１と、左側破面（図版９ｂ）

に穿孔の痕跡があるので、２孔１対と考えられる。14～15世紀に位置付けられる。５は東播磨系須恵器

ねり鉢。内外面横ナデで仕上げる。13世紀に位置付けられる。６は瓦器椀。口縁部外面横ナデ、体部内

面ヘラミガキ、外面ナデである。和泉型、13世紀に位置付けられる。７・８は土師器小皿。７は口縁部

横ナデ、体部内面ナデ、外面は指頭圧痕残し指ナデで仕上げる。完存する。８は口縁部横ナデ、体部内

面は丁寧なナデ、外面は指頭圧痕残し指ナデで仕上げる。

第10図　古代・中世遺物実測図
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　９・10は黒色土器椀。９は体部の1／2が残存する。内面と口縁部外面が黒色の黒色土器Ａ類である。

口縁部は外反し、端部内面に沈線が痕跡的に巡る。薄い高台に深い体部を有する。体部内外面ヘラミガ

キ、高台は横ナデ。器形は初現期の瓦器椀に近く、黒色土器としては終末のもので、11世紀後半程度に

位置付けられる。10は内外面とも黒色で、黒色土器B類である。横方向ヘラミガキを密に施す。

　11は土師質のおはじき、あるいは碁石と考えられる。両面ナデで仕上げる。平面観は周囲がいくぶん

角ばっており、土師器破片を磨いて作ったと考えられる。直径2.1～2.3㎝、厚さ４㎜、色調は灰白色

(7.5Y8/1)、重量2.7ｇ。12・13は中国北宋の銅銭である。12は「元豊通寶」で、直径2.5㎝、重量1.9ｇ

である。13は「元豊通寶」、あるいは「元祐通寶」、「元符通寶」である。

　黒色土器は、９・10以外では数点の細片のみであるが、鳩原東端遺跡で人々の活動が再開された時期

を示している。その時期は11世紀後半である。一方で瓦器・瓦質土器の破片は多数が確認でき、中世に

より活発になったことがわかる。遺構の重複関係から最も新しい弧状の耕作溝からは、瓦質土器が出土

する。以上の事から、縄紋時代以降に途絶えていた本遺跡での人々の活動は、古代末には再開され、中

世により本格化し、耕地として14・15世紀まで継続したことがわかる。なお今回は報告していないが、

観心寺から持込まれたと推定できる瓦片が若干出土しており、観心寺との関連を窺うことが出来る。ま

たその後、近世には大規模な水田造成が行われ、現在に続くことは第４章に述べるとおりである。

２．縄紋時代の遺物

　縄紋時代の遺物の多くは、若干の遺構とその遺構面を形成するベース土（第Ⅲ層）からの出土品であ

る。そしてその遺構ベース土は度重なる崩落によって形成されたものであるが、遺物の多くはその上部

20㎝程度からの出土が多い。また２区では落込み151・152の周囲、４区では土坑32・62・72・74の周囲

一帯の第Ⅲ層が褐色を呈しており、その部分から縄紋土器と石器が多数出土している。なお第３章第１

節で記載したように、落込み151は落込み152と共に、２区鞍部で確認した縄紋時代の遺物包含層の最下

層である。今回出土した縄紋土器は、縄紋時代早期から後期の長期間およぶ資料である。しかし縄紋時

代早期や中期中頃の資料は数点にとどまり、また後期も確実に後期後半に位置付けうる資料は未確認で

あり、縄紋時代晩期は皆無である。よって鳩原東端遺跡は、縄紋時代中期末葉から後期前葉に盛期を持

つ集落遺跡であることがわかる。

１・２区出土縄紋土器（第11図、図版10・11）　25が１区、それ以外は２区からの出土である。なお21

は確認調査第２区出土で本調査での２区に相当する。14～16は落込み151、17・18は落込み151周辺の褐

色土、19は土坑164、20は土坑146出土である。21～29は出土位置の確定は出来ないが、21・23・25は第

Ⅰ層、28が第Ⅲ層、その他は第Ⅲ層上面での遺構検出時の出土である。　　

　14・15は早期高山寺式の押型文土器。両者は接合しないが、同じ胎土で近接して出土しており同一個

体と考えられる。14は口縁部で端部は丸くおさめ、15は体部中ほどの破片である。器壁は0.9～1.2㎝で

大変厚い。内面は高山寺式特有の指で引いたような溝状斜行線が残るが、外面に押型文は確認できない。

14 の口縁端部内面２㎝程度に煤が付着しており、煮炊きの使用痕跡であろう。色調は外面が橙色

(5YR6/6)、内面が明褐色(7.5YR5/6)を呈し、胎土には多くの赤色斑粒を含み、１～４㎜の小角礫も目立

つ。他にも類似の破片は数点あるが、押型文土器と確定することは出来ない。出土土器の全体に占める
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押型文土器の割合は極めて少ない。

　16は後期前葉の四ツ池式土器。口縁端部に面を形成し、刺突文を左→右方向に巡らせる。内・外面横

ナデで仕上げる。図示しえないが、断面観察による胎土粒の傾きから内傾接合であることがわかる（以

下、同じ）。胎土に微細～１㎜の砂粒多く含む。他に四ツ池式と認定できる個体はない。

　17は中期末の粗製土器。摩滅が著しいが、体部外面下半に条痕が確認できる。胎土に微細～1㎜の砂

粒を著しく含む。内傾接合である。18は中期中頃の船元Ⅱ式土器。内面ナデで仕上げ、外面は特有の硬

い繊維による縄紋を施す。器壁は0.7㎝、色調は外面が褐色(7.5YR4/3)、内面が灰黄褐色(10YR6/2)を呈

し、胎土に微細～１㎜の砂粒多く含む。他にも器壁厚・色調・胎土共に類似する船元Ⅱ式土器の破片は

３点あるが、出土土器に占める割合は極めて少ない。

　19は北白川上層式２期の鉢形土器。口縁部は横ナデ、体部内面はナデ、外面は綾杉状縄紋を施す。色

調は外面が橙色(7.5YR6/8))を呈し特徴的である。20は後期の粗製土器。体部外面は貝殻条痕、内面は

ナデである。土質は大変脆く、胎土に微細～２㎜の砂粒多く含む。内傾接合である。出土土器の全体に

占める割合は多い。21は後期初頭の中津式と考えられる。内・外面とも丁寧なナデで仕上げ、外面に沈

第11図　１・２区出土縄紋土器実測図
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線が残る。22は北白川Ｃ式から中津式と考えられる。波状口縁部で摩滅が著しい。外面に沈線が残る。

23・24は中津式と考えられる。23の口縁部外面には、縄紋を施し、沈線３条を巡らせる。24の外面は、

縄紋、沈線を施し、一部を磨り消す。両者ともに内面は丁寧なナデである。25・26・27も中・後期土器

と考えられる。25は内外面ともに若干の横方向の条痕が確認できる。26は外面に若干の横方向の条痕が

確認でき、内面は横ナデで仕上げる。内傾接合である。27は摩滅が著しい。外面に沈線が残る。

28・29は底部であり、時期は不明である。29は暗褐色(10YR3/3)を呈するいわゆる生駒西麓産胎土であ

る。内面に調整時の工具痕が残る。

４区出土縄紋土器（第12図、図版10・12）　42のみは確認調査第３トレンチ出土で本調査４区に相当する。

30～36は土坑32、37は鋤溝35、38・39は土坑72、40・41土坑74、42は第Ⅰ層からの出土である。また43

～45は位置の確定は出来ないが、43は掘削土からの採集、44は第Ⅰ層、45は遺構検出時の出土である。

第12図　４区出土縄紋土器実測図
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　30は早期末の粟津ＳＺ式土器と考えられる。内面はナデ、外面は先端が幅0.4㎝の「凹」形施文具に

よる押引き文を左方向に巡らせる。器壁は0.4㎝、色調は内面が灰黄褐色(10YR6/2)を呈し、外面は煤付

着、胎土に微細粒を若干含む。他に粟津ＳＺ式と認定できる個体はない。

　31は中期後葉の北白川C式の波状口縁部。内・外面ともにナデで仕上げ、外面に沈線文、口縁端面に

縄紋を施す。色調は明赤褐色(5YR5/8)を呈し、胎土に微細～２㎜の長石・石英を主とする砂粒多く含む。

内傾接合である。32も北白川Ｃ式土器。口縁部内・外面、端面に縄紋を施す。なお内面の縄紋を施文す

る範囲は上方2.2㎝で、それ以下にはおよばない。内傾接合である。33は後期前半程度に位置付けられ

る鉢。内・外面とも横ナデで仕上げ、内傾接合である。34は後期の波状口縁部。内・外面とも粗いナデ

で仕上げ、内傾接合である。なお外面は調査時の破損である。35は中津式土器。内面ナデ、外面は縄紋・

沈線の後、下半の縄紋を磨り消す。36は北白川上層式１期の深鉢下半部。外面は半割竹管文の後、縦方

向のミガキ、内面は横方向の雑なミガキで仕上げる。外面に煤が付着する。

　37は後期に位置付けられる鉢。内・外面ともに粗いナデで仕上げる。内傾接合である。38・39は中津

式土器。内面はナデ、外面は縄紋・沈線の後、縄紋を磨り消す。39の模様はJ字形文の先端であり、内

傾接合である。

　40は北白川C式から同上層式１期に位置付けられるが、胎土は後期的である。内面は横方向の粗いナ

デ、外面は左斜上方への条痕の後、半割竹管文を縦方向に４条入れる。色調は黄橙色(7.5YR7/8)を呈し、

内傾接合である。他にも同様の破片を若干確認することができる。41は底部であり、時期は不明である。

内面に調整時の工具痕が残る。

　42～45は中・後期に位置付けられる。42は内面ナデ仕上げ、外面は縄紋・沈線の後、縄紋を磨り消す。

43～45は暗褐色(10YR3/3) ～褐色(10YR4/6)を呈するいわゆる生駒西麓産胎土である。43は外面縄紋、

内面ナデである。44・45は内・外面ともに貝殻条痕が残る。

石器（第13～17図、図版13～22）　今回の調査でコンテナ12箱の遺物が出土したが、石器の占める割合

は高い。近世以降と考えられる砥石や火打石を数点含むものの、それらを除外すれば、打製石器と剝片

はすべてがサヌカイト製品であり、そのほかの石材は全く含んでいない。それ以外は河原石などの円礫

を利用した礫石器であり、石材は砂岩を主体にしている。なお調査地周辺は花崗岩の分布地域であり、

最も近い石見川には出土した礫石器に見合う砂岩はほとんど採取できず、遠方から持ち込まれた石材の

可能性がある。出土土器の多数は中世と縄紋土器で、弥生土器が皆無であることから、それらの石器は

縄紋時代に位置付けることができる。

　石器の内訳は、石鏃30点、石錐８点、楔形石器９点、削器8点、石匙４点、二次加工ある剝片12点、

使用痕ある剝片４点、サヌカイト石核３点、サヌカイト敲石２点、サヌカイト剝片435点の他、礫石器

14点である。礫石器の器種の内訳は、敲石９点、磨石３点、石皿２点である。なおサヌカイト剝片とし

てカウントした中には、楔形石器や削器等の破損品や、二次加工ある剝片や使用痕ある剝片の可能性が

あるものの確定しがたい個体を若干含んでいる。

　以上の石器の内、サヌカイト剝片以外は図面と図版、あるいは図版のみで全点を掲載している。 未実

測の資料は、図版に101～147の資料番号を付して記述した。また図版のみでの掲載の場合、代表的な個

体の長さを記載することで、他の個体の大きさを示すこととした。
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第13図　石器実測図（石鏃）
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石鏃（第13図、図版13・14ａ）　30点が出土し、その内8点は図版報告のみである。46～59・101～107が

2区からの出土品であり、47・48・50・51・54が落込み152、46・49・55・59・103 ・104 ・106・ 107が

落込み151・152周辺の褐色土、57・58・102が土坑160、56が第Ⅲ層、52が第Ⅰ層、101が土坑150、105

が土坑140からの出土、53が表面採取である。また60～67・108が4区からの出土品であり、60・61・

63・67が第Ⅲ層上面での遺構検出時、66が小穴75、65が第Ⅲ層、108が土坑32下層からの出土、62・64
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第14図　石器実測図（石錐）
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が表面採取である。

　基部形態は、凹基式20点を主体に、平基式６点、凸基式１点で、３点は破損のため不明である。小型

品が多く、破損で本来の重量が判らない資料を除外して、１ｇ未満の資料が14点で５割を占め、その内

の８点は0.4ｇ以下である。また素材剝片の剝離面を両面、あるいは片面に残して、側縁の剝離のみで

刃部の成形を行う簡易な作りのものも目立つ。

　46は側縁を鋸歯状に仕上げる。0.3ｇ。47・53はいわゆる鍬形鏃である。47は基部を深く角ばった凹

基、53は深く丸い凹基にする。0.2ｇ、1.0ｇ。50は小型品であるが、厚さ5㎜と厚く、重量1.1ｇである。

51・103は表裏面に素材剝片の剝離面を残すもので、剝片の側縁に両面から、基部に片面から成形を行う。

0.4ｇ、0.9ｇ。土坑160出土の57・58は、七角形に基部は凹基となる特徴的な形態である。側縁は大き

く内湾し、58の先端は鋭く尖らせる。0.8ｇ、1.0ｇ。59・66は失敗品と考えられる。いずれも粗雑な剝

離のままで、先端が欠損したために放棄したものである。1.9ｇ、2.8ｇ。52・61～64・101は、脚部の

長さが左右で異なり、形態は非対象である。62は表裏面に素材剝片の剝離面を残すもので、剝片の周囲

に両面から成形を行う。いずれも重量は軽く番号順に0.8ｇ、0.3ｇ、0.4ｇ、0.9ｇ、0.8ｇ、0.5ｇ。65

は脚部が内湾する特異な形態であり、深く丸い凹基にする。先端部は欠損するも、大型品で重量感があ

る。2.7ｇ。67は素材剝片周囲への腹面側からの剝離のみで成形し厚く仕上げる。3.8ｇ。108は粗雑な

仕上げである。左側縁末端は欠損。裏面は素材剝片の剝離面をそのままに残す。2.1ｇ。なお102・104

～107は脚部・体部を大きく欠く破損品である。

　なお上記以外の重量は48は0.2ｇ、49は0.4ｇ、54は0.8ｇ、55は0.9ｇ、56は2.1ｇ、60は0.2ｇ、102

は0.8ｇ、104は1.0ｇ、105は0.5ｇ、106は0.7ｇ、107は1.3ｇである。

石錐（第14図、図版13ｂ・14ａ）

　８点が出土し、その内４点は

図 版 報 告 の み で あ る 。 6 8 ・

109・110が２区からの出土品で

あり、68が落込み152周辺の褐

色土、109・110が第Ⅲ層からの

出土である。69～71・111・112

が4区からの出土品であり、69

～71が第Ⅲ層、111・112が第Ⅰ

層からの出土である。

　68はつまみ部からわずかに鋭

く突出する錐部を作り出す。不

定形な剝片を素材にするもの

で、つまみ部縁辺に自然面を残

す。3.0ｇ。69・109～112はつ

まみ部と錐部の区別が明瞭で錐

部が長く伸びる。69・109は錐
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部先端が破損、110・111は錐部が破損、112は錐部の破損品である。69・110のつまみ部に自然面を残

す。1.9ｇ、2.6ｇ、5.7ｇ、2.5ｇ、1.0ｇ。70はつまみ部を持たず、全体を厚みのある錐部として成形

する。先端６㎜程が摩滅する。2.9ｇ。71は自然面を打面とする横長剥片の両端を錐先端とする。右の

背面下半に剝離痕が集中しており、先端は使用により摩滅が著しい。相対する先端部も若干摩滅する。

13.6ｇ。

楔形石器（図版14ｂ）　９点が出土し、すべて図版報告のみである。113のみが２区の第Ⅲ層からの出土

である。114～121が４区からの出土品であり、114が土坑32下層からの出土、115・117・119・120・121

が第Ⅲ層、118が第Ⅰ層からの出土、116が表面採取である。

　相対する二側縁に細かな多くの階段状剝離、潰れが確認できる。小型・軽量の個体が一般的であるが、

斎一性はない。なお直交する二組の縁辺に使用痕のある個体は未確認である。自然面を残す個体が多く、

図版の側縁（114、117、120）、上縁（115）、裏面全面（118）、両面（121）に残る。最大の121は上縁に

激しい潰れと階段状剝離、下縁に階段状剝離が確認できる。長さ3.8㎝、幅3.9㎝、厚1.2㎝、重量21.4

ｇである。その他の重量は、113が3.5ｇ、114が4.5ｇ、115が7.7ｇ、116が4.2ｇ、117が5.3ｇ、118が

8.8ｇ、119が5.5ｇ、120が8.8ｇである。

削器（第15・16図、図版15・16）　剝片の側縁に刃部を作る石器で８点を抽出した。刃部以外に形を整

えるための加工を施すことが一般的である。二次加工ある剥片との区別が難しい個体もある。72～76が

２区からの出土品であり、72が落込み152、他が第Ⅲ層からの出土である。81・82が４区からの出土品

であり、81が第Ⅰ層、82が第Ⅲ層からの出土である。

　72～75・81は横長剥片の末端部を片面からの剝離で弧状の刃部を作るもので、丁寧に縁辺への加工を

施し全体の形を整える。72～74・81は背面側、75は腹面側に刃部を作る。27.5g、23.2ｇ、29.5ｇ、

33.3ｇ、28.9g。76は自然面を打点にする縦長剝片で、腹面側に弧状の刃部を作る。62.5ｇ。77は上面

と左側面に自然面を残す剝片で、両面からの剝離で直線的な刃部を作る。25.8g。82は自然面を打点に

する縦長剥片を素材とするもので、背面側に弧状の刃部を作る。45.9g。

石匙（第16図、図版16・17ａ）　４点が出土し、その内１点は図版報告のみである。78～80が4区からの

出土品であり、78が第Ⅰ層、79が第Ⅲ層、80が土坑32下層からの出土である。また122は２区の第Ⅲ層

からの出土である。

　78～80は、横型石匙で直線的な刃部を作り出す。つまみ部は両面からの剝離によって作る。78・79の

刃部は片面からの剝離、80は両面からの剝離で作る。79のつまみ上側面、80の片面に自然面を残す。重

量は7.5ｇ、9.9ｇ、17.2ｇ。122は、縦型石匙。片方のつまみの基部は、調査中に破損した。横長剝片

の端部につまみ部を作り、側縁の腹面側に弧状の刃部を作る。11.3ｇ。

二次加工ある剝片（図版17）　剝片の側縁に明らかな刃部が確認できるが、定型的な形態を示さない資

料12点を抽出した。刃部を作る以外には形を整えるための加工を施さないものが多いが、簡単な加工を

施すものもあり、削器との区別が難しい個体も含む。また刃部が微細な剝離による場合は、使用痕ある

剝片との区別が難しい。すべて図版報告のみ。123・124・128～130が2区からの出土品であり、124・

128・129が第Ⅲ層、130が小穴111からの出土、123が出土層序不明である。125・126・131～134が4区か

らの出土品であり、132が第Ⅰ層、それ以外は第Ⅲ層からの出土である。なお127は掘削土からの採取で
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ある。

　123は自然面を打点にする縦長剝片を素材とし、腹面側の末端に明確な刃部を作る。それ以外の加工

は施さない。42.1ｇ。124は自然面を残す背面側に刃部を作る。左は折れであり、削器の破損品の可能

性もある。19.2ｇ。125は右端部を打点にする縦長剥片を素材とし、背面側の片側縁に刃部を作り、そ

れ以外の加工は施さない。9.2ｇ。126は自然面を打点（左端部）にする剝片で、自然面である背面側に

鋸歯状の刃部を作る。26.4ｇ。127は右側面に自然面を残す剝片で、両面からの剝離で刃部を作る。裏

面に若干の加工が認められる。50.1ｇ。128・131は小型剝片に、両面からの剝離で弧状の刃部を作る。

5.1ｇ・4.2ｇ。129・132は剝片の片面に刃部を作る。5.3ｇ・4.5ｇ。130・133・134は小型剝片に微細

な刃部の確認できるもので、それ以外の部位に加工は施さない。使用痕ある剝片との区別が難しい。

130は幅１㎜程度の小剝離が縁辺の3.8㎝にわたって確認できる。4.9ｇ、4.8ｇ、6.5ｇ。

使用痕ある剝片（第16図、図版18ａ）　明らかに使用痕の確認できる剝片４点を抽出した。ただし抽出

していないが判断の難しい剝片も多い。83以外は図版報告のみ。135が２区の土坑160からの出土品であ

り、83・136・137が４区の第Ⅲ層からの出土である。

　83は自然面を打点にする縦長剝片を素材とし、腹面側の両側縁に微細な刃こぼれ状の使用痕がある。

15.0g。135の縁辺（下方）には細かい階段状剝離と潰れたような使用痕がある。14.3ｇ。136は自然面

を打点にする縦長剝片を素材とし、腹面側の両側縁に微細な刃こぼれ状の使用痕がある。長さ9.7㎝、

幅5.9㎝、重さ107.4ｇ。137も自然面を打点にする剝片を素材とし、腹面側の鋭利な縁辺（下方）に微

細な刃こぼれ状の使用痕がある。使用しない縁辺の背面側は自然面である。34.5ｇ。

石核（図版19）　３点が出土し、すべて図版報告のみ。141・142が２区の第Ⅲ層からの出土で、141は中

央部の褐色土出土である。また143は４区の第Ⅲ層からの出土である。なお他にも数点の石核の破損品

と考えられる資料がある。

　141・143は自然面側を打点とする石核。類似する外観を呈し、縁辺に下面側から若干の打面調整を施

し、上面側の縁辺を巡りつつ求心的な剝片剝離を行う。141は長さ7.8㎝、幅5.1㎝、重量100.2ｇ。143

は長さ8.0㎝、幅5.5㎝、重量110.5ｇ。142も自然面を打点とする石核。相対する長側縁から剝片剝離を

行う。長さ7.3㎝、幅3.5㎝、重量53.2ｇ。

石核再利用の敲石（図版18ｂ）　２点が出土し図版報告のみ。138は４区、139は２区からの出土で、い

ずれも第Ⅲ層からの出土である。両者共に写真左先端部が敲打により著しく潰れている。また下部縁辺

部にも敲打痕がある。重量は76.8ｇ、41.3ｇ。

礫石器（第17図、図版18ｂ・20～22）　14点が出土し、その内５点は図版報告のみである。84～87・

140・144・145・147が２区からの出土品であり、85が層序不明である以外は、第Ⅲ層からの出土である。

88～92が４区からの出土品であり、すべてが調査区南半の第Ⅲ層からの出土である。なお146は掘削土

からの採取である。河原石などの円礫を利用した石器である。

　84・140は、楕円形礫の一方の先端に敲打痕がある敲石。川原石などの円礫をそのままに使用する。

前者はれき岩で重量294.9ｇ、後者は砂岩で長さ7.0㎝、幅3.9㎝、重量126.2ｇ。

　85～87は磨石。やはり川原石などの円礫をそのままに使用したものである。85は砂岩で右側面に明瞭

な使用痕がある。他に表面にわずかな敲打痕があり、その周囲も若干摩滅する。622.7ｇ。86は細粒の



－ 27 －

第17図　石器実測図（敲石・磨石）
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砂岩で両面に磨面がある。614.3ｇ。87は細粒の礫で片面に明瞭な磨面がある。490.2ｇ。

　88～92、145・146は敲石。88は平面円形で扁平な粗粒の砂岩で、表面に敲打痕があり、その周囲も若

干摩滅する。裏面と側面のくぼみは新しい破損である。662.3ｇ。89は砂岩で表面に敲打痕がある。敲

打痕の中心あたりで割れており、使用中に破損したのかもしれない。275.9ｇ。90は平面隅丸長方形、

厚みのある砂岩で表面に敲打痕２箇所、４側面には非常に細かな敲打痕がある。裏面は未使用である。

540.3ｇ。91は平面楕円形で厚みのある細粒の砂岩で、側面に敲打痕２箇所がある。また表裏面には明

瞭な磨面で平坦化しており、磨石としても使用している。540.7ｇ。92は方柱状で重量感のある礫で、

表面に敲打痕がある。破面は摩滅しており、川原などから採取してそのままに使用したのであろう。

1,692.4ｇ。145・146は花崗岩の亜角礫で、いずれも表面に敲打痕２箇所がある。本地域は花崗岩の分

布域なので、身近で採取したものであろう。重量は454.3ｇ、1,283.6ｇ。

　144・147は石皿。144は砂岩製の石皿破損品である。表裏面に明瞭な磨面がある。重量は1,324.8ｇ。

147は不定形で扁平な安山岩製で、表面に明瞭な磨面と、裏面にわずかの磨面がある。大きさは長さ32㎝、

最大幅19㎝、厚さ4.5㎝程度、重量4,000ｇである。
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第４章　まとめ
　第３章で報告したように、鳩原東端の歴史は縄紋時代早期までさかのぼり、江戸時代の狭山藩の支配

を経て現在の景観が形成されたものである。

　調査前の現状は段々畑であったが本来は棚田で、各段の法面には石垣を積んだ立派なものである。し

かし、地山が水はけのよい花崗岩の風化土であることから、水田としての水持ちを保つには頻繁に床土

や畦の補修を繰り返さなくてはならず、大変な努力を必要としたのであろう。そのため近年は畑に転用

されて現在に至ったと考えられる。

　この地が水田化されたのは、水田造成土から出土した染付磁器や陶器から見て江戸時代後半以降のこ

とであると考えられる。それ以前の地形は、沢沿いに張り出した舌状の小さな尾根で、その斜面に畑が

営まれていたことが調査で明らかになった。江戸時代この地は狭山藩の知行地となり、おそらくある時

期から年貢を米で納めるようになったのであろう。

　水田の造成はいわゆる切土・盛土によっている。尾根の斜面のかなり高い部分を削り、下方の斜面や

両脇の谷に盛土して何段もの平坦地を作り出している。削り出した土には多量の花崗岩礫が含まれてい

たようで、それを利用して各段に石垣を積んでいる。北側の浅い谷を埋めたてた部分には水路が設けら

れ、それは、木組み、石積み、Ｕ字溝と構造を変えながら現代に継承されてきた。これとは別に、もう

１条の水路が東側の沢の上流からも引かれており、このように狭い耕地であっても２系統の用水が確保

されていたことがわかった。

　その土木工事量は実に膨大なもので、全て人力で施工されたことを考えると、長期にわたって休耕す

る必要もあったであろうから、年貢の免除等も含めて狭山藩の財政支援があったと考えるのが妥当であ

ろう。

　中世にはこの付近は観心寺の寺領であった。史料での初見は観心寺文書に見られる鎌倉時代のことと

されるが、遺跡の西に隣接する地蔵寺の創建が平安時代にさかのぼるという伝承がある。この地蔵寺の

墓地は、元々両墓制におけるこの地域の参り墓で、埋め墓は調査地東側の山中にある。今回の調査区で

も黒色土器椀が出土した遺構があることから平安時代に人の生活があったことはまちがいない。また、

少量ながら平安･鎌倉時代の瓦片が出土しており、観心寺から運ばれたものと推定できるから、遅くと

も中世段階で観心寺の子院の一つとして成立していた可能性がある。

　中世のものと考えられる遺構は小溝、小穴、土坑などで、数は多いが、建物跡としてまとまるような

ものはなく、いずれも耕作に伴う何らかの施設と考えられる。出土した遺物は瓦器の小片が多いが、瓦

質土器も見られることから、これらの遺構は鎌倉から室町時代に属するものと考えられる。

　一方、中世遺構面の上層で中世末から江戸時代前半に時期を特定できるような遺構・遺物がないこと

が気になるが、もしこの時期の生活の痕跡が残っていたとしても畑程度であろう。中世遺構面の上にあっ

た畑の耕作土が、自然災害にせよ人為にせよ、水田造成以前に失われた可能性を指摘するにとどめる。

　平安時代以前、奈良時代から弥生時代にかけては、この遺跡では人間の生活の痕跡がまったく見いだ

せない空白の時代である。

　縄紋時代の遺構は平安時代･中世の遺構と同一面で検出された。この面の上層には中世の耕作土や縄
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紋時代の遺物包含層がわずかに残った部分があるものの、ほとんど全て近世の水田造成土で覆われてい

る。このことは、縄紋時代以降この面の上で何度も地滑りが起きたことを想定させる。わずかに検出さ

れた木の根痕跡穴から出土したのが縄紋土器のみであったことも、この尾根が長い間禿山であったこと

の傍証となる。発掘作業でもこの面はよく締まっており検出は容易だった。

　検出した遺構は土坑と小穴で、小穴の中にはある程度の深さを持つ柱穴状のものもあるが竪穴住居と

してまとまるようなものはない。土坑も性格が推定できたのは中・後期の土器が出土した落とし穴かと

考えられる１基のみである。

　この面を形成する層からも縄紋時代の遺物は出土している。時期が特定できる古いものとしては早期

の押形紋土器や、基部の刳り込みが深い前期の小型の石鏃がある。新しいものとしては中･後期の土器

片も含んでいる。この層は斜面上方から流入した自然堆積土である。調査区のすぐ上方には現在宅地と

なっている２段の平坦地がある。近世の水田造成にあたってこの部分を大きく削って棚田にしたのであ

ろう。ここより上方は急な山になっていることから見て、縄紋時代の生活の場はこの部分にあったと推

定される。

　石見川流域では縄紋時代にさかのぼる遺跡がいくつも確認され、その時期も遺物から見て早期に始ま

り後期まで続いている。鳩原東端遺跡から南に下った川沿いに位置する鳩原遺跡では竪穴住居が検出さ

れるなど生活の跡も具体的に明らかになってきた。

　以上、鳩原東端遺跡の変遷を現代からさかのぼってみた。

　11年間続けてきた府営農村振興総合整備事業「河内長野和泉地区」に伴う埋蔵文化財発掘調査は、今

回の調査をもって終了する。これまでの調査で得られた成果は、この地域の歴史を解き明かす上で重要

な資料である。本府教育委員会で保管している出土遺物や記録資料と、それぞれの調査結果をまとめた

報告書、概要報告書が今後の研究に資するよう願ってまとめとする。
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5ｍ0

鳩原東端遺跡土層断面図土層名 

 1 黒褐色（10YR3/1）砂質土（耕土）
 2 灰色（10Y5/1）粗砂混じり粘質土（耕土）
 3 褐灰色（10YR5/1）砂礫土
 4 赤褐色（2.5YR4/6）砂礫土（床土）
 5 にぶい黄橙色（10YR6/3）砂礫土
 6 褐灰色（10YR5/1）砂礫土（耕土）
 7 赤褐色（5YR4/6）砂礫土（床土）
 8 褐灰色（7.5YR5/1）砂礫土
 9 褐灰色（7.5YR5/1）砂礫混じり粘質土
 10 灰褐色（7.5YR4/2）礫混じり粘質土

11 暗褐色（7.5YR3/4）礫混じり粘質土
12 黄褐色（10YR5/8）粗砂混じり粘土
13 灰褐色（7.5YR6/2）粗砂混じり粘質土
14 黒褐色（5YR2/2）砂質土
15 にぶい褐色（7.5YR6/3）砂礫混じり粘質土
16 褐灰色（7.5YR5/2）粗砂混じり粘質土
17 黒褐色（10YR3/2）細礫混じり粘質土
18 にぶい黄橙色（10YR6/3）砂礫混じり粘土
19 暗褐色（7.5YR3/4）小礫混じり粘質土
20 灰黄褐色（10YR6/2）砂質土

21 黄灰色（2.5YR5/1）砂質土
22 灰黄褐色（10YR5/2）粗砂混じり粘土
23 暗褐色（7.5YR3/3）～黒褐色7.5YR3/2）粗砂混じり粘質土
24 にぶい黄色（2.5Y6/4）粘質土
25 にぶい黄橙色（10YR6/4）砂礫混じり粘質土
26 にぶい黄褐色（10YR5/3）粗砂混じり粘質土
27 暗青灰色（10BG4/1）粗砂混じり粘質土
28 オリーブ黒色（10Y3/2)砂質土
29 黄褐色（10YR5/8）砂質土
30 灰褐色（7.5YR6/2）砂質土

31 暗灰黄褐色（10YR6/4）粘質土
32 暗黄褐色（10YR5/2）粘質土
33 黄褐色（10YR5/8）砂質土
34 暗褐灰色（7.5YR4/3）細礫混じり粘質土
35 黄褐色（10YR5/8）細礫混じり粘質土
36 明褐色（7.5YR5/6）砂礫混じり土
37 褐灰色（7.5YR5/2）砂礫混じり土
38 褐色（7.5YR4/6）砂礫混じり土
39 褐灰色（7.5YR6/2）砂礫混じり土
40 にぶい褐色（7.5YR5/4）砂礫混じり土

41 灰褐色（7.5YR4/1）礫混じり土
42 灰褐色（7.5YR4/2）砂礫混じり粘質土
43 暗褐色（7.5YR3/3）砂礫混じり粘質土
44 褐色（7.5YR4/4）砂礫混じり粘質土
45 褐色（7.5YR4/4）砂礫混じり粘質土
46 暗褐色（7.5YR3/3）砂礫混じり粘質土
47 褐色（7.5YR4/6）砂礫混じり粘質土
48 褐色（7.5YR4/6）砂礫混じり粘質土
49 褐色（7.5YR4/3）砂礫混じり粘質土
50 明褐色（7.5YR5/8）砂礫混じり粘質土

51 暗褐色（7.5YR3/3）砂礫混じり粘質土
52 暗褐色（7.5YR3/4）砂礫・粘土混じり粘質土
53 灰褐色（7.5YR4/2）砂礫混じり粘質土
54 明褐色（7.5YR5/6）砂礫混じり粘質土
55 明褐色（7.5YR5/8）砂礫混じり粘質土
56 褐色（7.5YR4/4）砂礫混じり粘質土
57 褐色（7.5YR4/4）砂礫混じり粘質土
58 明褐色（7.5YR5/8）砂礫混じり粘質土
59 褐色（7.5YR4/4）砂礫・粘土混じり粘質土
60 橙色（7.5Y6/6）砂礫混じり粘質土

61 褐色（7.5YR4/4）砂礫土
62 褐色（7.5YR6/8）砂礫混じり土
63 褐色（7.5YR4/4）砂礫・粘土混じり粘質土
64 明褐色（7.5YR5/6）砂礫混じり土
65 灰褐色（7.5YR4/1）礫混じり土
66 明褐色（7.5YR5/8）砂礫混じり粘質土
67 黒褐色（5YR3/1）砂礫混じり粘質土
68 暗灰黄色（2.5Y5/2）砂礫土
69 黄褐色（2.5YR5/4）砂礫
70 黄褐色（2.5YR5/4）砂礫混じり粘質土

71 黄褐色（2.5YR5/4）礫混じり粘質土
72 灰黄褐色（10YR6/2）大礫混じり粘質土
73 暗褐灰色（7.5YR4/8）粘質土（江戸期耕土）
74 黄褐色（10YR5/8）大礫混じり粘質土
75 黄灰色（2.5YR5/1）砂礫（巨礫・岩含む）
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第３図　全体土層図
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ｂ．１・２区全景斜め写真（南西から）

ａ．１・２区全景垂直写真（南西から）
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ｂ．４区全景斜め写真（南西から）

ａ．４区全景垂直写真（南西から）
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ｂ．４区（北東から）

ａ．１・２区（北から）
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ｂ．土坑32　遺物出土状態（南東から）

ａ．小穴88　黒色土器出土状態（北西から）
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ｂ．土坑32　底面小穴（北西から）

ａ．土坑32　覆土断面（南東から）
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ｂ．土坑150（北西から）

ａ．土坑146（南から）

図
版
６　

縄
紋
時
代
遺
構　

３



ｂ．土坑164（北西から）

ａ．土坑140（北西から）
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ｂ．落込み152（北西から）

ａ．落込み151（北西から）
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ｂ．黒色土器・瓦器・瓦質土器・土師器・須恵器

ａ．黒色土器・瓦器・土師器・銅銭他
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ｂ．同上（内面）

ａ．２・４区　縄紋土器
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ｂ．２区　縄紋土器（２）

ａ．２区　縄紋土器（１）
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ｂ．石鏃・石錐（２区；68、４区；その他）

ａ．石鏃（２区）
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ｂ．楔形石器（２区；113､４区；114〜121）

ａ．石鏃・石錐（２区；101〜107、４区；108〜112）
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ｂ．同上（裏面）

ａ．削器（２区）
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ｂ．同上（裏面）

ａ．削器・石匙・使用痕ある剝片（４区）
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128

ｂ．二次加工ある剝片（２区；128〜130、４区；131〜134）

ａ．石匙・二次加工ある剝片（２区；122〜124、４区；125・126、不明；127）
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137

135

ｂ．敲石（２区；139・140、４区；138）

ａ．使用痕ある剝片（２区；135、４区；136・137）

図
版
18　

石
器
（
６
）



143

142
141

ｂ．同上（裏面）

ａ．石核（２区；141・142、4区；143）
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ｂ．磨石（２区）

ａ．敲石（２区；84、４区；88・89）
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144

ｂ．敲石・石皿（２区；144、４区；92）

ａ．敲石（４区）
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ｂ．石皿（２区）

ａ．敲石（２区；145、表採；146）
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